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令和5年7月1日（2）防府市シルバー人材センターだより

令和5年度
定時総会
令和5年度
定時総会
令和5年度
定時総会
令和5年度
定時総会

さ
ら
な
る
会
員
増
強
を
！

◎
理
事
長
挨
拶
（
要
旨
）　

会
員
の
皆
様
、

こ
ん
に
ち
は
。

　

本
日
は
、
お
忙

し
い
中
、
令
和
五

年
度
防
府
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
定
時
総
会

に
ご
出
席
い
た
だ

き
ま
し
て
、
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
常

日
頃
よ
り
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
に

ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
て
重
ね
て
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
池
田
市
長
様
を
は
じ
め
、
ご
来
賓

の
皆
様
に
は
、
公
務
多
忙
中
に
も
関
わ
ら
ず
、

ご
臨
席
を
賜
り
ま
し
た
事
と
共
に
、
平
素
か

ら
の
ご
支
援
・
ご
指
導
に
対
し
ま
し
て
、
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
こ
三
年
間
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策

と
し
て
制
限
を
設
け
た
総
会
で
し
た
が
、
今

回
は
以
前
と
同
様
に
制
限
な
し
と
し
て
開
催

で
き
ま
す
こ
と
は
、
こ
の
間
低
迷
し
続
け
て

き
た
シ
ル
バ
ー
事
業
の
状
況
か
ら
脱
却
す
る

第
一
歩
と
捉
え
、
ま
ず
は
会
員
数
を
コ
ロ
ナ

禍
以
前
の
水
準
に
戻
す
こ
と
を
目
標
と
し
て

取
り
組
み
ま
す
。
会
員
の
入
会
の
方
法
と
し

て
は
、
会
員
・
知
人
の
紹
介
が
最
も
多
く
、

以
前
か
ら
実
施
し
て
い
る
会
員
紹
介
制
度
の

更
な
る
周
知
を
図
り
、
会
員
の
増
強
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
会
員
は
シ
ル
バ
ー
の
宝
で

あ
り
、
会
員
数
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
活
力
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
で
も
あ
り
ま
す
。

　

次
に
、
就
業
中
や
就
業
途
上
時
の
事
故
に

つ
い
て
で
す
。
昨
年
度
、
五
件
の
傷
害
事
故

と
八
件
の
物
損
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

「
安
全
は
す
べ
て
に

優
先
す
る
」
を
合
言

葉
に
限
り
な
く
事
故

ゼ
ロ
を
目
指
し
ま

し
ょ
う
。

　

い
ず
れ
の
目
標
も

会
員
の
皆
様
の
ご
協

力
な
し
で
は
到
底
達

成
す
る
こ
と
は
出
来

ま
せ
ん
。
併
せ
て
お
願
い
し
ま
す
。

　

シ
ル
バ
ー
を
取
り
巻
く
諸
情
勢
は
、
厳
し

さ
を
増
す
ば
か
り
で
す
。
特
に
、
今
年
十
月

か
ら
始
ま
る
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
は
、シ
ル
バ
ー

事
業
に
多
大
な
影
響
が
生
じ
、
そ
の
対
応
は

極
め
て
厳
し
い
も
の
と
な
り
ま
す
。
そ
う
し

た
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
本
年
は
、
防
府
市

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
設
立
四
十
周
年
の

記
念
す
べ
き
年
を
迎
え
、
将
来
に
向
け
て
新

た
な
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
地
域
に
貢
献

す
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。
地
域
の

課
題
に
向
き
合
い
、
市
民
の
期
待
に
応
え
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
「
自
主
・
自
立
、
共
働
・
共
助
」
は
シ
ル
バ
ー

の
基
本
理
念
で
す
。
多
く
の
仲
間
と
共
に
、

自
分
た
ち
の
手
で
シ
ル
バ
ー
を
運
営
し
、
共

に
働
き
、
共
に
助
合
う
気
持
ち
を
大
切
に
す

る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
お
願
い
し
ま
す
。
な

お
、
本
日
の
「
議
案
」「
報
告
事
項
」
は
事

前
に
お
送
り
し
て
お
り
ま
す
「
議
案
書
」
の

と
お
り
で
ご
ざ
ま
す
。
ご
審
議
を
賜
り
、
ご

承
認
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
し
て
、
挨
拶
と
し
ま
す
。

令
和
五
年
度
事
業
計
画

◎
基
本
方
針
（
要
約
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
で
景
気
は
低
迷
し
て
い
る
が
、

人
手
不
足
は
続
い
て
い
る
。
高
齢
者
の
果
た
す

役
割
は
一
層
重
要
と
な
る
。「
会
員
増
強
」「
就

業
機
会
の
開
拓
」
に
積
極
的
に
取
組
む
。

◎
事
業
実
施
計
画

（
１
）	

雇
用
に
よ
ら
な
い
就
業
機
会
の
提
供

①
会
員
の
増
強
及
び
就
業
機
会
の
開
拓

　

・�

毎
月
二
回
の
定
例
入
会
説
明
会
及
び

随
時
受
付

　

・�

会
員
紹
介
制
度
（
夫
婦
会
員
の
会
費

減
免
制
度
を
含
む
）

　

・
街
頭
で
の
チ
ラ
シ
配
布

　

・
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加

　

・
独
自
事
業
の
推
進

　

・
子
育
て
サ
ロ
ン
・
交
流
サ
ロ
ン

　

・
空
家
及
び
お
墓
の
管
理
事
業
実
施

②�

指
定
管
理
者
制
度
に
よ
る
管
理
運
営

（
２
）�

雇
用
に
よ
る
就
業
機
会
の
提
供

　

・
労
働
者
派
遣
・
有
料
職
業
紹
介

（
３
）�

就
業
に
必
要
な
知
識
及
び
技
能
を
付

与
す
る
た
め
の
講
習
実
施

　

・�

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事

業
の
た
め
の
講
習
会
実
施

　

・
安
全
指
導
を
兼
ね
た
草
刈
等
講
習
会

（
４
）�

社
会
参
加
活
動
を
推
進
す
る
た
め
の

諸
活
動

①
普
及
啓
発
活
動

　

・�

会
報「
し
あ
わ
せ
」発
行
、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
・
市
広
報
の
活
用

②
安
全
・
適
正
就
業
の
推
進

　

・�

会
員
へ
の
安
全
意
識
の
高
揚
の
た
め

の
事
故
情
報
の
掲
示
、
就
業
現
場
の

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

　

・
高
齢
者
向
け
安
全
教
室

③
調
査
研
究

　

・�

会
員
及
び
発
注
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
の
実
施

④
相
談
・
情
報
提
供

　

・
講
習
会
や
研
修
会
で
情
報
提
供

⑤
そ
の
他
社
会
参
加
活
動
の
推
進

⑥
設
立
四
十
周
年
記
念
事
業
の
実
施

阿部 裕明理事長

議長 安田 裕美氏（牟礼地区）

　

五
月
二
十
六
日
（
金
）
午
後
一
時
か
ら
サ
ン
ラ
イ
フ
防
府
体
育
室
に
お
い
て
、
令
和
五
年

度
定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

今
回
も
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
予
防
の
た
め
、
体
調
不
良
ま
た
は
不
安
を
感
じ
る
会

員
に
は
、
出
席
を
遠
慮
し
て
も
ら
う
こ
と
と
し
た
。
会
員
物
故
者
へ
の
黙
と
う
、
会
員
表
彰

な
ど
式
典
部
門
は
簡
素
化
し
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
な
い
の
で
、
十
月
の
事
業
研
修
会
で
設

立
四
十
周
年
記
念
講
演
を
予
定
し
て
い
る
。

　

総
会
で
は
理
事
長
挨
拶
の
後
、
す
ぐ
に
議
長
を
選
出
し
、
報
告
事
項
及
び
議
案
が
審
議
さ

れ
承
認
さ
れ
た
。
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受 賞 者
（ 敬 称 略 ）

★10年会員（表彰状）
牟礼地区	 打道　　匠	 工藤　幸子	 徳田　節子	 宗野　義雄	 吉田　貞子
江泊地区	 隅田　　静	 森本　幸治	 松崎地区	 猪俣　敏子	 国広　則行
勝間地区	 秋本　裕子	 梅田　伸一	 藤沢　夏江	 松本　幸子	 若松富美子
華浦地区	 天野　武雄	 杉田　　實	 高橋惠美子	 古田　光儀
新田地区	 金子　利治	 仲野　弘二	 野間　悦子	 埜村美佐子	 柳井　候二	
	 横手多鶴子
向島地区	 秋山マリ子	 山田　眞弓
中関地区	 赤岸　節子	 市村　　豊	 上川　善久	 打道　紀子	 織田村忠照	
	 工野　勝美	 属　　隆次	 中司　武憲	 吉田　侑平	 吉本　　稔
華城地区	 岩田　和子	 大門　隆人	 亀山ミサヱ	 厚東　征治	 志水ちさ子	
	 末富美惠子	 高杉　数行	 立石　静子	 田村　　勇	 平生　忠勝	
	 藤本　久雄	 森谷　和馬	 吉武　省三
西浦地区	 岩崎千津子	 貞弘　正敏
右田地区	 青山　昌洋	 有末　洋一	 石丸　春雄	 河野　千鳥	 坂田　静枝	
	 西山興志男	 渡邉　　豊
富海地区	 松本　洋一	 	 小野地区	 藤本　達也	 宮正　武宣
大道地区	 松浦　澄子	 森河　俊治

★15年会員（表彰状）
牟礼地区	 芥川　吉子	 伊藤八重子	 神徳　康子	 西村　昭男
江泊地区	 村上　伸昭	 	 松崎地区	 渡辺　洋治
佐波地区	 滝本　正時	 松村　修子	 勝間地区	 前川三和子	 吉末　豊和
華浦地区	 櫻井　洋一	 西畑日加里	 山時　道隆	 渡辺セツ子
中関地区	 木村　晃子	 藤本　峰子
華城地区	 松浦　　稔	 三村　幸治	 西浦地区	 三尾　辰巳	 吉村　房夫
右田地区	 門田　輝義	 坂田　行雄	 中司　　宏	 長冨　静子	 林　　昭一	
	 福永　耕作
小野地区	 山崎　貞男	 	 大道地区	 北岡二十子

★20年会員（表彰状）
牟礼地区	 徳本　文惠	 安木　邦子	 勝間地区	 上田　剛毅	 森次八須江
中関地区	 尾上　幸政	 藤松　　勝
華城地区	 磯部　佳子	 杉山　恵子	 瀬口登美子	 西川　　肇	 福田　信子
右田地区	 池田　静雄	 	 大道地区	 山下　五月

★25年会員（表彰状）
新田地区	 藤本チエ子	 華城地区	 今村　　晃	 小野地区	 池田　文子

★30年会員（表彰状）
華浦地区	 岸野　　敏

★永年世話人（感謝状）
中関地区	 梅﨑　正廣	 属　　隆次	 富海地区	 出穂　澄江

★前地区代表者（感謝状）
牟礼地区	 大浜　　勇	 	 佐波地区	 上利　和子
華城地区	 松浦　　稔	 	 右田地区	 田嶋富士男
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令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
四
年

十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
新
入
会
員
の

入
会
動
機
・
入
会
経
路
・
主
な
職
歴
・

希
望
職
種
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
会
員
紹
介
制
度

や
夫
婦
会
員
会
費
減
免
制
度
を
実
施
し

い
ま
す
。
こ
の
度
、
夫
婦
会
員
と
し
て

登
録
さ
れ
た
方
は
、
新
規
入
会
者
が
三

組
、
す
で
に
会
員
で
あ
る
配
偶
者
の
方

の
入
会
は
五
名
お
ら
れ
ま
し
た
。

新
入
会
員
入
会
状
況

当
セ
ン
タ
ー
の
運
営
す
る
施
設
に

常
設
店
舗
「
お
い
で
ま
せ
」
と
「
子

育
て
サ
ロ
ン
」
が
あ
り
ま
す
。

子
育
て
支
援
の
一
環
と
し
て
、
お

母
さ
ん
方
の
憩
い
の
場
「
子
育
て
サ

ロ
ン
」
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

子
育
て
中
は
、
育
児
の
負
担
が
多

く
、
育
児
不
安
も
あ
り
、
シ
ル
バ
ー

の
会
員
が
そ
の
軽
減
に
一
役
買
っ
て

い
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
の
子
育
て
サ
ロ
ン
は
、

場
の
提
供
が
主
な
内
容
で
す
が
、
季

節
毎
の
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
し
て
い
ま

す
。４

月　

手
形
を
押
し
て
遊
ぼ
う

５
月　

芯
で
遊
ぼ
う

６
月　

ト
ン
ネ
ル
作
っ
て
遊
ぼ
う

７
月　

七
夕
飾
り
を
作
ろ
う

８
月　

魚
釣
り
を
し
て
遊
ぼ
う

10
月　

�

手
作
り
バ
ズ
ー
カ
砲
で
遊

ぼ
う

11
月　

�

段
ボ
ー
ル
の
ト
ン
ネ
ル
を

作
っ
て
遊
ぼ
う

12
月　

�

大
き
な
松
ボ
ッ
ク
リ
で
ク

リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
作
り

１
月　

ふ
く
笑
い
で
遊
ぼ
う

２
月　

紙
ひ
こ
う
き
で
遊
ぼ
う

３
月　

�

折
り
紙
で
は
ら
ぺ
こ
あ
お

む
し
を
作
ろ
う

コ
ロ
ナ
禍
の
時
は
、
入
室
の
際
は

検
温
と
マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い

し
、
人
数
・
時
間
制
限
も
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
午
前
の
部
が
十
時

～
十
二
時
三
十
分
、
午
後
は
十
三
時

か
ら
十
五
時
三
十
分
と
二
部
制
に
し

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
は
、
収
束
し
て
い

ま
せ
ん
が
、
五
月
八
日
か
ら
感
染
症

法
の
二
類
か
ら
五
類
と
な
り
ま
し
た

の
で
、
以
前
の
よ
う
に
午
前
・
午
後

一
日
中
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に

願
っ
て
い
ま
す
。

参
加
費
は
百
円
で
す
。

新
装
オ
ー
プ
ン
天
神
町
銀
座「
子
育
て
サ
ロ
ン
」

■入会動機

男 女 合計

生きがい、社会参加 17 12 29

仲間作り 3 0 3

時間的余裕 8 2 10

健康維持・増進 5 3 8

経済的理由 5 1 6

合計 38 18 56

■入会経路

男 女 合計

公共機関（市広報） 10 10 20

会員知人 16 6 22

マスコミ 3 0 3

センター広報資料
（会報「しあわせ」） 9 2 11

未記入 0 0 0

合計 38 18 56

※夫婦会員は、11名（3組・5名）

■希望職種

男 女 合計
技術群 0 0 0
技能群 7 0 7
事務整理群 1 1 2
管理群 17 1 18
折衝外交群 0 1 1
一般作業群 13 3 16
サービス群 0 12 12
合計 38 18 56

■主な職歴

男 女 合計
車の運転等資格を必要とする仕事 11 2 13
大工・左官・電気・製造・加工 9 0 9
整理事務 3 5 8
商品・資材・建物管理 3 1 4
外交（営業）・販売・配達 8 2 10
除草・土木・皿洗い・調理 2 4 6
社会サービス・施設・介護・保育士 2 4 6

合計 38 18 56
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〇受　付

〇会　場 〇受　賞

令和４年度サンライフ防府文化祭（３月２５日・２６日）

　

令
和
五
年
五
月
二
十
六
日
、
サ
ン
ラ
イ

フ
防
府
に
お
い
て
令
和
五
年
度
定
時
総
会

が
開
催
さ
れ
た
。

95000

110000

125000 122,575 121,012
119,239

111,510
106,982

29 30 R1 R2 R3 R4

人・日

就業延人員

101,092

0～

0～

450

460

470

480

490

500

8000
8200
8400
8600
8800
9000
9200
9400
9600

489

477 476

459

447

0

200

400

600

800

1000

1200
1,011 1,000 980 962 935 909

29 30 R1 R2 R3 R4

女
男

人

会員数

582 579 573 561 565 574

429 421 407 401 370 335

9,282
9,127

8,810

8,459
8,346

8,180

29 30 R1 R2 R3 R4

件

契約件数

29 30 R1 R2 R3 R4

百万

契約金額

459

0～

令
和
四
年
度
防
府
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
事
業
実
績
が
ま
と
ま
り
ま

し
た
。
四
年
度
は
、
会
員
数
・
就
業
延

人
員
・
受
注
契
約
金
額
す
べ
て
が
減
少

と
な
り
ま
し
た
。

左
の
表
は
、
当
セ
ン
タ
ー
の
会
員
数
・

契
約
件
数
・
就
業
延
人
員
・
契
約
金
額
を

平
成
二
十
九
年
度
か
ら
令
和
四
年
度
ま

で
を
年
度
ご
と
に
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

県
下
、
十
三
セ
ン
タ
ー
の
う
ち
、
会

員
数
・
就
業
延
人
員
・
契
約
金
額
の
全

て
が
減
少
し
た
と
こ
ろ
は
他
に
三
セ
ン

タ
ー
あ
り
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
の
セ
ン

タ
ー
が
回
復
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
、
会
員
増
強
は
、
令
和
四
年
度

の
重
点
目
標
で
し
た
が
、
前
年
度
よ
り

二
十
六
名
減
少
し
、
今
年
も
千
人
台
に

は
到
達
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

契
約
金
額
の
総
額
は
、
四
億
四
千�

七
百
万
円
で
前
年
度
に
比
べ
て
減
少
と

な
り
ま
し
た
。

職
群
別
で
は
、
一
般
作
業
群
が
最
も

多
く
、
全
体
の
三
十
六
・
六
％
を
占
め
て

い
ま
す
。
二
番
目
は
サ
ー
ビ
ス
群
で
、

全
体
の
二
十
三
％
を
占
め
て
お
り
ま
す
。

大
き
く
増
加
し
た
の
は
、
機
械
刈
り

と
伐
採
枝
切
り
の
仕
事
で
す
。
コ
ロ
ナ

禍
の
中
、
昨
年
度
は
ま
だ
影
響
が
あ
り

ま
し
た
が
、
令
和
五
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍

前
の
水
準
に
戻
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
地
域
に
密
着
し
た
仕

事
を
し
て
、
会
員
増
強
に
努
め
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

サ
ン
ラ
イ
フ
防
府
は
、
当
セ

ン
タ
ー
が
指
定
管
理
者
と
な
っ

て
運
営
し
て
い
ま
す
。
秋
に
は

「
音
楽
発
表
会
」
三
月
は
「
文

化
祭
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

令
和
四
年
度
契
約
金
額
は
四
億
四
千
七
百
万
円
！
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員
研
修
会
を
終
え
て

会

旧

新

旧

新

①
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
目
的
・
理

念
・
事
業
運
営
に
つ
い
て

・
会
員
と
し
て
知
っ
て
お
き
た
い
基
本

的
な
ル
ー
ル
と
就
業
上
の
注
意
点

②
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
の
現

況
及
び
実
績
報
告

・
会
員
が
ど
ん
な
仕
事
を
し
た
い
の
か
。

　

ま
た
、
ど
ん
な
仕
事
が
多
い
の
か
。

③
安
全
就
業
に
つ
い
て

・
令
和
三
年
度
に
比
べ
て
事
故
は
減
少

し
た
。

④
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
つ
い
て

・
令
和
五
年
十
月
か
ら
施
行
。
請
求
書

及
び
領
収
書
の
発
行
は
、
課
税
事
業

控
除
が
で
き
る
仕
組
み
に
つ
い
て

⑤
会
員
紹
介
制
度
（
夫
婦
会
員
会
費
減
免
）

・
会
員
が
、
知
人
・
友
人
等
を
紹
介
し
、

入
会
と
な
れ
ば
、
粗
品
を
進
呈

⑥
会
員
研
修
旅
行
に
つ
い
て

・
毎
年
、
一
般
高
齢
者
も
募
集
し
て
会

員
研
修
旅
行
を
実
施
し
て
い
た
が
、

コ
ロ
ナ
禍
で
三
年
間
中
止
と
な
っ
た

が
令
和
四
年
度
は
実
施
し
た
。

⑦
配
分
金
収
入
に
対
す
る
所
得
税
法
の
取

扱
に
つ
い
て

・
配
分
金
は
雑
所
得
で
あ
り
、

五
十
五
万
円
ま
で
の
必
要
経
費
の
控

除
有
り
。

⑧
個
人
情
報
の
取
扱
い
に
つ
い
て

・
毎
回
、
研
修
会
に
お
い
て
個
人
情
報

保
護
の
順
守
を
説
明
。

外は暑い日が続くようになってきました。みなさま、元気でお過ごしで
しょうか。
長引くコロナもようやく落ち着きを見せてきましたが、これまでより体

を動かす機会や、人と会って楽しく話す機会が減っていませんか？健康で
長生きのコツは食事・運動・社会参加です。無理なくできるも
のから実践し、元気にこの夏を乗り越えましょう！

会場のサンライフ防府
（検温消毒後、入室）

防府市健康増進課（保健センター）☎ 24-2161

会
員
の
希
望
す
る
日
時
に
出
席
で
き
る
よ
う
に
、
一
月
二
十
三
日
か
ら
一
月
二
十
七
日

ま
で
サ
ン
ラ
イ
フ
防
府
を
会
場
と
し
、
午
前
ま
た
は
午
後
に
参
加
で
き
る
会
員
研
修
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
今
年
の
出
席
者
は
三
百
三
十
二
名
で
、
出
席
率
は
三
十
七
・
四
％
で
し
た
。

昨
年
（
二
百
九
十
四
人
）
に
比
べ
て
出
席
者
が
増
え
た
の
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
一
週
間

の
う
ち
、
午
前
・
午
後
の
都
合
の
良
い
日
を
選
べ
る
こ
と
が
良
か
っ
た
の
か
と
思
い
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
の
目
的
・
理
念
・
事
業
運
営
、
会
員
の
現
況
及
び
実
績
報
告
、
安
全
就
業
、

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
、
会
員
紹
介
制
度
（
夫
婦
会
員
会
費
減
免
制
度
）
配
分
金
収
入
に
対
す

る
所
得
税
の
取
扱
い
、
個
人
情
報
の
取
扱
い
、
会
員
研
修
旅
行
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

研
修
会
で
説
明
し
た
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

地
区
代
表
者
の
交
代

　

四
月
一
日
か
ら
、
地
区
代
表
者
の

一
部
に
変
更
が
あ
り
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

牟　

礼

　
　

大
浜　
　

勇　
　

 

中
村　

政
明

江　

泊

　
　

末
次　

政
人　
　

 
林　
　

卓
司

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐　

波

　
　

上
利　

和
子　
　

 

山
﨑　

政
男

華　

城

　
　

松
浦　
　

稔　
　

 

中
村　

壽
史

右　

田

　
　

田
嶋
富
士
男　
　

 

野
崎　

正
信

※�

向
島
地
区
は
新
田
地
区
の
代
表
者

が
兼
任
と
な
っ
て
い
ま
す
。

健康で長生きのコツ
食事・運動・社会参加の３つで元気に夏を乗り越えよう

元気一番

防府市健康づくり
キャラクター

身体を動かすコツ
★�今より 10分多く体を動かしましょう。
★�散歩や室内でできるストレッチなど、
無理なくできるものからで大丈夫で
す。

◎�汗をかいていなくても意識して水分をとりま
しょう。（カフェインが入っていない麦茶が
おすすめです。）

運 

動

食事のコツ
★�バランスよく食事
を取りましょう。
★�不足しがちなタンパク質（肉や
野菜、卵や豆製品、乳製品等）
を意識して取りましょう。

◎�夏に食欲がない時は酸味（柑橘類）など
を活用するのもおすすめです。

食 

事
外出・交流・活動で人や

まちとつながるコツ
★�友人や知人との交流も積極的
に。
★�楽しさややりがいのある行動に参加する
ことがコツです。
★�小さな用事でもうまく組み合わせて外出
してみましょう。

社 

会
参 

加
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編 

集 

後 

記

老
人
と
ス
マ
ホ

西
田　

栄
子�

（
牟
礼
地
区
）

井
関　

育
枝�

（
向
島
地
区
）

森
脇　

貞
之�

（
中
関
地
区
）

月
足　

佳
純�

（
華
城
地
区
）

木
村　

正
男�

（
小
野
地
区
）

（
敬
称
略　

順
不
同
）

謹
ん
で
ご
冥
福
を

　
　
　
　
　
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

（
令
和
四
年
度
）

訃 

報

性
は
、
益
々
多
様
化
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

当
初
、
通
信
手
段
は
メ
ー
ル
が
中
心
で

あ
っ
た
が
、
楽
し
さ
倍
増
の
ラ
イ
ン
を
多

用
す
る
よ
う
に
な
り
、老
若
男
女
（
と
言
っ

て
も
私
よ
り
年
長
者
は
皆
無
で
あ
る
）
数

十
人
と
の
交
信
を
続
け
る
う
ち
に
男
性
と

女
性
の
違
い
を
感
じ
た
。

　

※�

男
性
の
ラ
イ
ン
は
そ
っ
け
な
い
。
男

性
は
、
心
と
身
体
が
別
物
な
の
か
？

返
事
が
冷
た
く
、
簡
単
で
思
い
や
り

が
な
い
。

　

※�

女
性
の
ラ
イ
ン
は
そ
つ
が
な
い
。
女

性
は
心
と
身
体
が
引
き
離
せ
な
い
の

か
、
相
手
を
想
い
、
優
し
く
手
際
が

良
い
。

　
「
爺
じ
い
と
ス
マ
ホ
で
ラ
イ
ン
、孫
五
歳
」

　

こ
れ
か
ら
も
社
会
参
加
し
、
着
陸
態
勢

に
入
っ
た
余
生
を
淡
々
と
楽
し
く
行
こ
う
。

　
「
予
想
よ
り
長
生
き
し
過
ぎ
て
保
険
な

し
！
」

　

予
想
は
逆
に
読
む
と
、
う
そ
よ

�

三
井　

浩　
（
華
浦
地
区
）

　

人
生
、
下
り
坂
・
上
り
坂
・
ま
さ
か
の

坂
を
乗
り
切
り
、
変
化
球
も
寝
技
も
通
用

し
な
い
九
十
歳
ま
じ
か
の
老
人
に
な
っ

た
。
核
家
族
の
今
老
人
と
い
え
ど
も
「
知

能
機
能
」
は
衰
え
を
知
ら
ず
、
余
生
と
呼

ぶ
に
は
長
す
ぎ
る
老
後
を
迎
え
た
こ
の
時

こ
そ
、
本
当
の
自
分
を
知
る
た
め
の
好
奇

心
を
刺
激
し
、
社
会
と
の
コ
ン
タ
ク
ト
を

取
り
「
引
き
こ
も
り
」
状
態
を
防
止
す
る
。

　

一
番
大
切
な
こ
と
は
、
心
が
折
れ
な
い

こ
と
だ
。「
心
は
広
く
、
気
は
長
く
、
余

生
は
楽
し
く
」
こ
う
し
た
今
、
二
十
数
年

前
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
と

な
り
、
企
業
戦
士
等
様
々
な
職
種
を
こ
な

し
た
先
輩
会
員
と
の
出
会
い
が
あ
っ
た
こ

と
は
、
現
在
の
私
に
と
っ
て
こ
の
上
も
な

き
「
至
宝
」
で
あ
る
。

　

日
々
是
好
日
に
近
い
生
活
を
し
て
い
た

矢
先
、
携
帯
電
話
が
劣
化
し
、
使
用
不
能

と
な
っ
た
。
そ
ろ
そ
ろ
、
ス
マ
ホ
に
切
り

替
え
な
い
と
乗
り
遅
れ
る
か
の
感
も
あ
っ

た
の
が
、
ス
マ
ホ
と
の
出
会
い
の
始
ま
り

で
あ
る
。

　

千
個
か
ら
の
部
品
か
ら
な
る
こ
の
化
け

物
と
、
ど
う
立
ち
向
か
う
か
が
私
の
挑
戦

で
あ
っ
た
。
ヨ
チ
ヨ
チ
歩
き
で
始
め
た
ス

マ
ホ
も
七
年
が
経
過
し
、
持
ち
主
に
寄
り

添
う
が
如
く
劣
化
し
、
新
し
い
機
種
に
切

替
え
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
「
高
齢
者
向
け

の
簡
単
ス
マ
ホ
」
で
あ
る
。

　

ス
マ
ホ
。
こ
の
便べ

ん
り利
で
危き

険け
ん

な
代し
ろ

物も
の

も

ち
ょ
っ
と
し
た
タ
ッ
チ
の
間
違
い
で
大
変

な
事
態
を
招
く
。
こ
の
化
け
物
の
多
機
能

◎　

令
和
五
年
度
定
時
総
会
が
五
月

二
十
六
日
に
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

防
止
対
策
を
十
分
に
し
て
、
サ
ン
ラ
イ

フ
防
府
の
体
育
室
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
令
和
四
年
度
は
、
出
席
者
に
定
員

を
設
け
ま
し
た
が
、
令
和
五
年
度
は
通

常
の
開
催
と
し
ま
し
た
。

◎　

会
報
の
表
紙
は
、
新
装
オ
ー
プ
ン
し

た
天
神
町
銀
座
の
「
子
育
て
サ
ロ
ン
」

で
す
。

　
　

明
る
く
、
広
々
と
し
た
ス
ペ
ー
ス
と

な
り
ま
し
た
。
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
！

　
　

新
し
い「
子
育
て
サ
ロ
ン
」は
、二
階
・

三
階
も
あ
り
ま
す
の
で
、
何
か
新
し
い

事
が
で
き
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
う
い
う
利
用
は
で
き
な
い
か
と
い

う
意
見
や
、
有
効
利
用
の
具
体
策
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

◎　

会
員
増
強
は
、
今
年
度
も
重
点
目
標

と
し
て
い
ま
す
。
紹
介
制
度
を
利
用
し

会
員
の
増
強
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

・
苔
む
す
岩

　
せ
せ
ら
ぎ
聞
き
し
　
涼
し
か
な

・
夕
風
に

　
桜
の
花
び
ら
　
待
っ
て
行
く

・
花
い
か
だ

　
流
れ
に
ま
か
せ
　
ど
こ
ま
で
も

大
浜
　
　
勇
（
牟
礼
地
区
）

・
哀
れ
な
り

　
一
滴
飲
ま
ず
に
　
桜
散
る

村
田
　
和
幸
（
右
田
地
区
）

再
投
稿

・
用
水
路

　
学
校
に
行
く
の
　
め
だ
か
の
列

三
戸
　
ヨ
シ
ヱ
（
華
城
地
区
）

再
投
稿

俳  
句

（
　
　
　
　
　
　
　
　
）

短
歌
・
俳
句
・
川
柳
な
ど
皆
様
の
投
稿
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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広報委員会では、みなさんの原稿・作品をお待ちしています。（掲載・添削はおまかせください。）

熊本和数寄司館（昼食）

城彩苑（買物）

宴　会

阿蘇展望所（見学） 東海大学震災遺構 阿蘇ファームランド

新阿蘇大橋展望所→東海大学震災遺構→阿蘇ファームランド（買物）
2日目

熊本城＆周辺復興見学

（熊本城＆周辺復興見学、玉名温泉）

熊本城→熊本和数寄司館（昼食）→城彩苑（買物）→玉名温泉ホテルしらさぎ 泊
1日目

令和5年 ３．１４～１５
バス２台３３名(一般１１名)参加

一般参加者を会員に勧誘！会員研修旅行


